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通信範囲 (半径) 約 40m，約 20m
図 1 1ノード当たりの平均スループット






　また，通信範囲を狭めると SCP と 802.11 ではあまり差が見
られなかった理由として，通信範囲を狭め，各ノードのワンホッ
プ内に存在するノードの数を少なくすると RTS/CTSなどのパ
ケットの傍受や衝突する範囲も狭まる事で，RTS/CTSなどのパ
ケットの傍受や衝突の発生が少なくなったが，同時に周りのノー
ドの影響を受けづらくなるため，順番通信であっても 802.11と
大差ない通信を行ったと考えられる．
5 まとめ
提案手法 SCPは，任意のノードとそのワンホップ内に存在す
るノードに発信順番をつけて通信を行うことで，僅かながらス
ループットを向上させることができた．
　今後の課題としては，1つのネットワークにノードが加入する
場合や脱退する場合での検討，切り替わるまでの時間の短縮，交
差点などのノードの合流地点での検討などが挙げられる．
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